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事 業 概 要           

 

１． 保険者、世帯数及び被保険者数の状況 

 

（１） 保険者数 

保険者数は、平成２０年度中に市町村合併はなく、平成２０年度末現在５９保険者である。その

内訳は５６市町村・３国保組合である。 

  

（２） 世帯数 

   世帯数の年度別の状況は、表１及びグラフ１のとおりである。 

   平成２０年度末現在の国保加入世帯数は、１，０２９，７４９世帯であり、前年度と比較すると、 

１８２，９８５世帯、１７．８％減少している。 

   なお、平成２０年４月に後期高齢者医療制度が創設され、７５歳以上の国民健康保険加入者等（従        

     来の老人保健医療対象者）が後期高齢者医療制度に移行した影響により、世帯数、被保険者数ともに、 

平成１９年度末と比較して大きく減少となった。 

 

（３） 被保険者数 

   被保険者数の年度別の状況は、表１及びグラフ１のとおりである。 

   平成２０年度末現在の被保険者数は１，８４６，５５１人である。前年度と比較して 

４２３，０３２人、２２．９％減少しており、理由は（２）世帯数の減少と同様である。 

   １世帯当たり被保険者数は１．７９人であり、前年度と比較して０．０８人の減少となった。 

   県人口に占める被保険者数の割合（加入率）は、平成５年度から増加していたが、平

成１８年度以降減少しており、平成２０年度末現在は前年度と比較して７．１１ポイント

減少し、３０．１５％となっている。 

   被保険者全体を、一般・退職の区分別に見ると表２及びグラフ１のとおりである。 

・一般 → １，７６０，６９７人 

（ 前年度比較    ３５１，８６１人、２５％増加 ） 

・退職 → ８５，８５４人 

（ 前年度比較   △３６５，０５０人、８１％減少 ） 

   なお、平成２０年度の制度改正により、退職者医療制度が段階的に廃止されることとなり、退職

被保険者等が６５歳未満の者となったことから、退職被保険者等が大きく減少する一方、一般被保

険者は増加している。 

また、平成１２年度から施行された介護保険第２号被保険者数は６６６，１２６人で、前年度と

比較して１８，５２９人、２．７１％の減少となっている。 

 

 



表１  世帯数及び被保険者数の推移 （年度末現在） 

年  度 総世帯数 

国民健康保険加入世帯 

総人口 

国民健康保険加入者 

世帯数 
対前年 

度比 
加入率 被保険者数 

対前年 

度比 
加入率 

  世帯 世帯 ％ ％ 人 人 ％ ％ 

１６年度 2,378,540  1,173,398  102.1  49.33  6,014,584  2,289,027  101.1  38.06  

１７年度 2,415,289  1,193,717  101.7  49.42  6,035,658  2,297,525  100.4  38.07  

１８年度 2,454,027  1,206,045  101.0  49.15  6,058,248  2,286,577  99.5  37.74  

１９年度 2,498,476  1,212,734  100.6  48.54  6,090,799  2,269,583  99.3  37.26  

２０年度 2,540,337  1,029,749  84.9  40.54  6,124,453  1,846,551  81.4  30.15  

        
表２  被保険者の内訳の推移 （年度末現在） 

年  度 

国 民 健 康 保 険 加 入 者 内 訳  
１世帯 

当たり 

被保数 

総  数   一  般    退  職   老 人 

  介護２号   介護２号   介護２号   

  人 人 人 人 人 人 人 人 

１６年度 2,289,027  746,095  1,477,911  － 369,739  － 441,377  1.95  

１７年度 2,297,525  734,925  1,463,804  － 408,406  － 425,315  1.92  

１８年度 2,286,577  707,323  1,435,958  － 443,301  － 407,318  1.90  

１９年度 2,269,583  684,655  1,408,836  － 450,904  － 409,843  1.87  

２０年度 1,846,551  666,126  1,760,697  － 85,854  － － 1.79  

         

 
グラフ１  世帯数及び被保険者数の推移 （年度末現在） 

 

        
 

  

        

         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         



（４）被保険者異動状況 

   平成２０年度における被保険者の異動状況は、増加総数が３１２，４４９人、減少総数が 

７２７，７８８人で、差引４１５，３３９人減少した。（表３） 

異動の要因として、資格取得では「社保離脱」が最も多く、次いで「転入」「出生」の順となって 

               いる。資格喪失では、「後期加入」によるものが最も多く、次いで「社保加入」「転出」の順となっ 

  ている。 

なお、住所異動・社保関係については資格取得超過となっているが、生保関係・出生死亡・その

他については資格喪失超過となっている。（表４及びグラフ２） 

 

表３  年度別 被保険者異動状況 （単位：人） 

区  分  １６年度  １７年度  １８年度  １９年度  ２０年度  

増  加  329,269 323,394 312,082 302,706 312,449 

減  尐  304,553 314,652 322,836 319,708 727,788 

差  引  24,716 8,742 -10,754 -17,002 -415,339 

 
 
表４  平成 ２０年度 被保険者増減の内訳 

 
 （単位：人） 

資格取得 
転 入 社保離脱 生保廃止 出 生 後期離脱 その他 計 

70,255 201,421 2,290 9,580 312 28,591 312,449 

資格喪失 
転 出 社保加入 生保開始 死 亡 後期加入 その他 計 

61,012 169,929 6,581 10,735 448,949 30,582 727,788 

    

 
グラフ２  被保険者数増減内訳 
 

  

 

  
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．保 険 給 付 の 状 況 

 

（１）医療費（療養諸費＋医療諸費） 

 ① 医療費総額 

  平成２０年度の国民健康保険被保険者にかかる医療費（老人保健分を除く）の総額は 

４,５６９億８５３万円であり、総額の内訳については、一般分が４,１５１億９,４５６

万円、退職分が４１７億１,３９７万円で、前年度と比較して２,９６６億９,５４９万円

減少した。（表５及びグラフ３） 

月別医療費の状況は表７及びグラフ４のとおりとなっている。 

② 被保険者１人当たり医療費 

    平成２０年度の被保険者１人当たり医療費は２４６，２２２円であり、前年度と比較

して８３，６９６円（２５．３７％）減少した。（表６） 

また、本県の１人当たり医療費は全国平均に比してかなり低く、都道府県別では、沖 

縄県、茨城県に次いで下から３番目の低さである。 

               被保険者１人当たり医療費を一般・退職の区分別に見ると、一般２３８，４８４円に 

に対し、退職              対し、退職は３６３，６６３円で医療費格差は１人当たり１２５，１７９円、およそ 

１．５倍と        １．５倍となっている。 

 

表５  年度別 医療費の状況  

年  度 
総 医 療 費 ( 千 円 ） 

一  般 退  職 老  人 合    計 対前年度伸び率(%) 

１６年度 252,538,320  113,924,313  308,527,018   674,989,651  4.04  

１７年度 264,647,243  134,766,796  314,283,701  713,697,740  5.73  

１８年度 267,005,308  149,648,340  305,815,077  722,468,725  1.23  

１９年度 277,406,735  167,111,816  309,085,480  753,604,031  4.31  

２０年度 415,194,562  41,713,970  － 456,908,532  -39.37  

 

表６  年度別 一人当たり医療費の状況 

年  度 

  一 人 当 り 医 療 費 ( 円 ） 

千    葉    県 全   国 

一 般 退  職  老  人  合  計  
対前年度        

伸び率(%) 
合  計  

対前年度        

伸び率(%) 

１６年度 169,847 325,421 683,857 295,001 2.31 357,137 2.15 

１７年度 178,977 346,203 723,978 310,030 5.09 372,202 4.22 

１８年度 183,297 351,211 731,704 314,020 1.29 375,137 0.79 

１９年度 194,103 369,349 767,712 329,918 5.06 391,940 4.48 

２０年度 238,484 363,663 － 246,222 ▲ 25.37 271,544 ▲ 30.71 



グラフ３  年度別 医療費の推移  

   

        
 

  
       

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
         

  
       

        

        

        

        

        

         

       



表７  月別 医療費の状況 （全体） 
 

（単位：円） 

診療月 平成１８年度 平成１９年度 前年同月比 平成２０年度 前年同月比 

３月 62,895,778,201  63,960,412,713  101.69 39,117,134,171  61.16 

４月 57,922,213,014  60,797,894,825  104.96 37,504,622,469  61.69 

５月 60,319,545,910  62,750,619,159  104.03 37,232,617,226  59.33 

６月 60,524,350,737  62,810,699,859  103.78 38,030,724,042  60.55 

７月 60,442,755,171  63,658,521,272  105.32 39,479,081,999  62.02 

８月 59,938,975,113  62,515,836,316  104.30 36,492,725,271  58.37 

９月 58,783,103,625  58,934,697,418  100.26 37,415,597,889  63.49 

１０月 61,454,486,807  66,205,576,450  107.73 40,040,943,649  60.48 

１１月 60,346,786,154  63,636,195,352  105.45 37,246,376,936  58.53 

１２月 62,008,476,832  63,883,234,000  103.02 39,660,012,355  62.08 

１月 59,246,855,362  61,647,030,271  104.05 37,798,420,199  61.31 

２月 58,585,562,096  62,803,313,379  107.20 36,890,275,917  58.74 

合 計 722,468,889,022  753,604,031,014  104.31 456,908,532,123  60.63 

 

 

グラフ４  月別 医療費の推移 （全体） 
 

      
 

  
      

       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
 



（２）診療費諸率 

平成２０年度診療費諸率は、表８のとおりである。 

 

表８  平成 ２０年度 診療費諸率      

  
 受        診       率  １ 件 当 た り 日 数 （日）  

入  院 入院外 歯  科 計  入  院 入院外 歯  科 計  

一 般 
17.478  

（17.620） 

706.313  

（709.219） 

157.270  

（158.026） 

881.061  

（884.864） 

15.57  

（15.61） 

1.68  

（1.68） 

2.19  

（2.19） 

2.04  

（2.05） 

退 職 
22.580  

（22.580） 

1021.444  

（1021.444） 

236.746  

（236.746） 

1280.769  

（1280.769） 

13.89  

（13.89） 

1.69  

（1.69） 

2.23  

（2.23） 

2.00  

（2.00） 

全 体 
17.794  

（17.930） 

725.792  

（728.768） 

162.182  

（162.954） 

905.768  

（909.652） 

15.44  

（15.47） 

1.68  

（1.68） 

2.19  

（2.19） 

2.04  

（2.04） 

   

   

   

  
１ 日 当 た り 診 療 費 （ 円 ）   １ 人 当 た り 診 療 費 （ 円 ）  

入  院 入院外 歯  科 計  入  院 入院外 歯  科 計  

一 般 
28,856  

（28,819） 

7,461  

（7,462） 

6,108  

（6,109） 

10,437  

（10,445） 

78,544  

（79,247） 

88,353  

（88,842） 

21,016  

（21,146） 

187,912  

（189,234） 

退 職 
36,269  

（36,269） 

8,098  

（8,098） 

5,965  

（5,965） 

11,099  

（11,099） 

113,712  

（113,712） 

139,755  

（139,755） 

31,518  

（31,518） 

284,984  

（284,984） 

全 体 
29,379  

（29,346） 

7,517  

（7,519） 

6,094  

（6,096） 

10,494  

（10,502） 

80,718  

（81,405） 

91,530  

（92,029） 

21,665  

（21,795） 

193,913  

（195,229） 

 

                        （  ）内の数値は市町村のみの数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



① 受診率 

平成２０年度受診率（一般＋退職）は９０５．７７、前年度の８８９．５５と比較して１６．２２

ポイント（１．８２％）増加した。（表９及びグラフ５） 

入院、入院外、歯科別では、入院１７．７９で１．７７％の増加、入院外７２５．７９で１．６４％

の増加、歯科１６２．１８で２．６１％の増加となっている。（表９） 

 

表９  受診率 （一般＋退職） の状況 

年  度 
全  体  入   院   入  院  外   歯  科 

千葉県 全 国 千葉県 全 国 千葉県 全 国 千葉県 全 国 

１６年度 787.14 840.80 16.24 19.81 625.34 680.30 145.56 140.70 

１７年度 828.46 882.82 16.62 20.20 659.66 715.79 152.18 146.83 

１８年度 857.36 909.48 17.06 20.64 683.76 738.09 156.54 150.76 

１９年度 889.55 940.97 17.48 21.02 714.02 767.74 158.05 152.21 

２０年度 905.77 953.48 17.79 21.22 725.79 776.46 162.18 155.80 

 

 

 

グラフ５  受診率の年度別推移 

  

  

         
 

  
        

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         
 

 

 



② １件当たり日数 

平成２０年度１件当たり日数（一般＋退職）は、２．０４日で前年度の２．０８日と比較して 

０．０４日減少した。（表１０及びグラフ６） 

入院、入院外、歯科別では、入院１５．４４日で０．１９日の減少、入院外１．６８日で０．０４

日の減少、歯科２．１９日で０．０５日の減少となっている。（表１０） 

 

表１０  １件当たり日数 （一般＋退職） の状況 

年  度 
全  体  入   院   入  院  外   歯  科 

千葉県 全 国 千葉県 全 国 千葉県 全 国 千葉県 全 国 

  日  日  日  日  日  日  日  日  

１６年度 2.19 2.35 16.00 17.09 1.79 1.90 2.36 2.45 

１７年度 2.14 2.29 15.89 16.83 1.76 1.86 2.31 2.39 

１８年度 2.11 2.25 15.58 16.55 1.73 1.83 2.28 2.35 

１９年度 2.08 2.22 15.63 16.52 1.72 1.81 2.24 2.32 

２０年度 2.04 2.18 15.44 16.45 1.68 1.77 2.19 2.27 

 

 

 

グラフ６  １件当たり日数の年度別推移 
 

  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ １日当たり診療費 

平成２０年度１日当たり診療費（一般＋退職）は１０，４９４円で、前年度の１０，０８４円と 

比較して４１０円（４．０７％）増加した。（表１１及びグラフ７） 

入院、入院外、歯科別では、入院２９，３７９円で４．８３％の増加、入院外７，５１７円で 

３．３８％の増加、歯科６，０９４円で１．８７％の増加となっている。（表１１） 

 

表１１  １日当たり診療費 （一般＋退職） の状況 

年  度 
全  体  入   院   入  院  外   歯  科 

千葉県 全 国 千葉県 全 国 千葉県 全 国 千葉県 全 国 

  円  円  円  円  円  円  円  円  

１６年度 9,407 9,452 24,717 23,355 6,876 6,696 6,065 6,106 

１７年度 9,663 9,669 25,856 24,284 7,067 6,880 6,057 6,107 

１８年度 9,807 9,802 26,976 25,163 7,124 6,917 5,912 6,003 

１９年度 10,084 10,107 28,025 26,350 7,271 7,068 5,982 6,075 

２０年度 10,494 10,453 29,379 27,206 7,517 7,282 6,094 6,217 

 

 

 

グラフ７  １日当たり診療費の年度別推移 

  
 

  
         

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          
 

  



④ １人当たり診療費 

  平成２０年度１人当たり診療費（一般＋退職）は１９３，９１３円で、前年度の１８６，８４７円

と比較して７，０６６円（３．７８％）増加した。（表１２及びグラフ８） 

  入院、入院外、歯科別では、入院８０，７１８円で５．４５％の増加、入院外９１，５３０円で 

２．７４％の増加、歯科２１，６６５円で２．１５％の増加となっている。（表１２） 

 

表１２  １人当たり診療費 （一般＋退職） の状況 

年  度 
全  体  入   院   入  院  外   歯  科 

千葉県 全 国 千葉県 全 国 千葉県 全 国 千葉県 全 国 

  円  円  円  円  円  円  円  円  

１６年度 161,894 186,417 64,216 79,052 76,811 86,356 20,867 21,010 

１７年度 171,493 195,790 68,304 82,592 81,863 91,733 21,326 21,464 

１８年度 177,072 200,687 71,684 85,927 84,317 93,500 21,071 21,260 

１９年度 186,847 211,073 76,546 91,506 89,093 98,150 21,209 21,416 

２０年度 193,913 216,847 80,718 94,978 91,530 99,863 21,665 22,005 

 

 

 

グラフ８  １人当たり診療費の年度別推移 

   
 

 

  
        

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          
  

 



グラフ９  平成 ２０年度 診療費の比較 （1人当たり診療費） 

   
 

 
 

         
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）保険者負担額の推移（老人分は除く） 

   平成２０年度の療養諸費保険者負担額は３，３１９億１，２９５万円で対前年度比０．４７％の

増、高額療養費は３３４億７，０３４万円で対前年度比１４．５４％の増、その他の保険給付は 

４０億１，２５５万円で対前年度比３０．４７％の減、合計３，６９３億９，５８４万円で対前年度

比１．１１％の増である。（表１３） 

 

表１３  保険者負担額の状況 （老人分を除く）     

年 度 
療養諸費保険者負担額 高 額 療 養 費 そ の 他 の 給 付 合     計 

金  額 
対前年度

比 
金  額 対前年度比 金  額 

対前年度

比 金  額 
対前年度

比 

   千円      ％   千円      ％   千円      ％   千円      ％  

１６年度 264,006,900  108.48  25,002,381  107.24  5,960,801  99.56  294,970,082  108.18  

１７年度 291,334,817  110.35  26,318,582  105.26  5,938,642  99.63  323,592,041  109.70  

１８年度 307,129,543  105.42  26,923,759  102.30  5,869,754  98.84  339,923,056  105.05  

１９年度 330,352,396  107.56  29,221,858  108.54  5,771,076  98.32  365,345,330  107.48  

２０年度 331,912,946  100.47  33,470,344  114.54  4,012,553  69.53  369,395,843  101.11  

 

（４）その他の保険給付 

    平成２１年３月３１日現在のその他の保険給付の状況は、表１４のとおりである。 

 

表１４  ２０年度末現在 その他の保険給付の状況 

 

出産育児一時金 

年  度  保険者数  ３０万円 ３５万円 ３８万円 ４０万円 ４３万円 ４７万円 

１７年度 59  58  0  0  0 0 1 

１８年度 59  0  58  1  1 0 0 

１９年度 59  0  58  1  1 0 0 

２０年度 59 0  0  57 1 1 0 

葬 祭 費 

年  度   保険者数  ５万円   ７万円 １０万円  ２５万円  ３０万円  ３５万円 

１７年度 59  0  23  34  0  1  1  

１８年度 59  14  25  18  0 1  1  

１９年度 59  25  23  9  0  1  1  

２０年度 59 51 5 1 0  1 1 



３．保 険 料（ 税 ）の 状 況 

 

（１）賦課方式等 

 ① 保険料方式と保険税方式 

平成２０年度において保険料を採用している保険者数は１４（３国保組合を含む）、保険税を採用

している保険者は４５である。 

  ② 賦課方式の採用形態 

平成２０年度医療給付費分について、４方式を採用している保険者は３０、３方式を採用している

保険者は２５、２方式を採用している保険者は１である。 

平成２０年度に創設された後期高齢者医療制度に係る後期高齢者支援金分については、４方式を採

用している保険者は１３、３方式を採用している保険者は４、２方式を採用している保険者は３９で

ある。 

平成１２年度から施行された介護保険第２号被保険者に係る介護納付金分について、４方式を採用

している保険者は１２、３方式を採用している保険者は３、２方式を採用している保険者は４１であ

る。（※不均一課税である保険者は、合併前旧保険者ごとの状況） 

    なお、３国保組合は、独自の方式を採用している。 

 

（２）調定額 

 ① 調定額総額（医療給付費分＋介護納付金分＋後期高齢者支援金分） 

平成２０年度における現年度分の保険料（税）調定額は総額１，７９５億６，２３０万円であり、

前年度と比較して２７２億６，７８２万円（１３．１８％）減少した。（表１５） 

   ② １人当たり調定額及び１世帯当たり調定額（医療給付費分＋介護納付金分＋後期高齢者支援金分）    

１人当たり調定額は９６，７６４円で、前年度の９０，５４７円と比較して６，２１７円 

（６．９７％）増加した。 

また、１世帯当たり調定額は１７１，７７７円で、前年度の１７０，５４７円と比較して 

１，２３０円（０．７２％）増加した。（表１６及びグラフ１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表１５  保険料（税）調定額 ・ 収納額の状況 （現年度分） （単位：千円） 

年  度 
調 定 額  収 納 額  

総額 一般＋老人 退職 総額 一般＋老人 退職 

１６年度 195,794,610  158,604,501  37,190,108  172,948,887  136,681,276  36,267,611  

１７年度 200,688,376  159,120,554  41,567,822  177,465,417  136,893,177  40,572,240  

１８年度 205,211,167  158,395,293  46,815,874  181,862,706  136,197,111  45,665,595  
18年度 

市町村のみ別掲 202,407,462  155,591,588  46,815,874  179,059,001  133,393,406  45,665,595  

１９年度 206,830,118  157,026,710  49,803,408  183,684,756  135,063,172  48,621,584  

19年度 

市町村のみ別掲 203,981,654  154,178,246  49,803,408  180,836,292  132,214,708  48,621,584  

２０年度 179,562,303  166,242,372  13,319,931  155,435,749  142,696,038  12,739,711  
20年度 

市町村のみ別掲 176,266,304  162,946,373  13,319,931  152,139,751  139,400,040  12,739,711  

 

 

表１６  １人当たり保険料（税）、１世帯当たり保険料（税）調定額の状況 

年  度  
 １人当たり保険料（税）調定額   １世帯当たり保険料（税）調定額 

千葉県 対前年度比 全  国 対前年度比 千葉県 対前年度比 全  国 対前年度比 

      円 ％   円  ％     円 ％     円 ％ 

１６年度  85,571 101.85 82,329 100.10 167,779 100.91 160,346 100.04 

１７年度  87,179 101.88 83,708 101.67 168,965 100.71 161,161 100.51 

１８年度  89,195 102.31 85,922 102.64 170,348 100.82 162,973 101.12 

１９年度  90,547 101.52 87,719 102.09 170,547 100.12 164,030 100.65 

市町村別掲 90,290 101.53 84,367 102.16 170,130 100.12 155,664 100.74 

２０年度  96,764 106.87 94,638 107.89 171,777 100.72 167,485 102.11 

市町村別掲 96,215 106.56 90,625 107.42 170,880 100.44 157,695 101.30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



グラフ１０  １人当たり保険料（税）、１世帯当たり保険料（税）調定額の推移 
 
 

 

        
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）収納率 

   平成２０年度における現年度分収納率は８６．５６％であり、前年度と比較して２．２５ポイン

ト減少したが、本県の収納率は全国平均と比較すると低い状況であり、負担の公平という点からも

今後もより一層の収納率向上が望まれるところである。（表１７及びグラフ１１） 

 

表１７  年度別 収納率の状況 （現年度分） 
  （単位：％） 

年  度 県  計 全  国 

１６年度 88.33 91.23 

１７年度 88.43 91.26 

１８年度 88.62 91.46 

１９年度 88.81 91.54 

２０年度 86.56 89.84 

  

  

 

 

グラフ１１  年度別 収納率の推移 （現年度分） 

   

 

  
       

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
 



（４）賦課割合（応能応益割合） 

   保険料（税）の賦課割合とは、保険者の賦課する保険料（税）総額の中で、所得割総額・

資産割総額・均等割総額・平等割総額がそれぞれ占める割合のことをいう。応能応益割合の法

令に定める標準割合（市町村の場合）は、５０：５０とされている。 

   平成２０年度の県下全市町村合計としての賦課割合（応能応益割合・一般の医療給付費分）は、 

６１．９０：３８．１０である。（表１８及びグラフ１２） 

   なお、国保の被保険者には比較的低所得者が多く、保険料（税）負担が過重となるものがあり、こ

れを避けるため、一定の所得以下の世帯については保険料（税）を軽減する措置（ 昭和３８年度創設：

保険基盤安定制度 ）が講じられているが、平成７年度の制度改正により応益割合に応じた拡充が行わ

れており、平成８年度以降については次の区分に従ってそれぞれ保険料(税)の応益割額が軽減される

ことになっている。 

これにより、応益割合を高めることによっておこる応益割保険料（税）の負担増の問題が緩和される 

こととなった。 

   今後、保険料（税）負担の平準化に向けてより一層の取り組みが期待されるところである。 

 

保険料（税）軽減の区分    

軽減基準所得 （注１）    市 町 村 保 険 者 の 応 益 割 合 

（平成２０年度） ３５％未満 
３５％以上 

   ～４５％未満 

４５％以上 

   ～５５％未満 
５５％以上 

３３万円 ５割軽減（注２） ６割軽減 ７割軽減 ６割軽減 

33万円＋（24.5万円×世帯主

以外の被保険者数） 
３割軽減（注２） ４割軽減 ５割軽減 ４割軽減 

33万円＋（35万円×世帯に 

属する被保険者数） 
    ２割軽減（注３）   

 

（注１）所得とは、総収入から必要経費（給与所得控除、公的年金等控除等）を控除したものである。 

（注２）３５％未満の保険者は当分の間６割・４割軽減とすることができる。 

（注３）２割軽減は、市町村長が当該者の前年からの所得の著しい変化等により、保険料の軽減を行う

ことが適当でないと認めるときは行わない。 

 

 

応益割合の算定方法 

      均等割総額＋平等割総額（ 保険料軽減前 ） 

 保険料（税）賦課総額（ 賦課限度額を超える部分は含まない ） 

 

 

 

 



表１８  年度別 賦課割合 (市町村、一般：医療分) の状況 
      

  

年  度 

  

 保 険 料 （税） 算 定 額  合  計 E 

(A+B+C+D) 所得割額 A 資産割額 B 均等割額 C 平等割額 D 

  千円  千円  千円  千円  千円  

１６年度 112,844,832 4,716,412 36,135,752 17,602,226 171,299,222 

１７年度 119,091,588 5,314,543 39,927,373 19,719,686 184,053,190 

１８年度 121,944,634 4,711,837 40,084,874 20,038,705 186,780,050 

１９年度 121,550,648 4,405,496 39,479,112 19,949,770 185,385,026 

２０年度 93,640,160 2,418,429 31,103,456 18,013,105 145,175,150 

 

年  度 
限度額を 賦課額計 G 比   率 

超える額 F (E-F) 応能割 応益割 

  千円  千円  ％  ％  

１６年度 25,473,403 145,825,819 63.15  36.85  

１７年度 27,417,009 156,636,181 61.92  38.08  

１８年度 29,095,336 157,684,714 61.87  38.13  

１９年度 28,972,878 156,412,148 62.00  38.00  

２０年度 16,255,525 128,919,625 61.90  38.10  

  
応益割＝（均等割額 Ｃ＋平等割額 Ｄ）／賦課額計 Ｇ×１００ 応能割＝１００－応益割 

 

 

グラフ１２  保険料 （税） 算定額の年度別推移   

  

 

  
      

       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       



４．財 政 収 支 の 状 況  

（１）歳入歳出の状況 

   平成１９年度及び平成２０年度の決算状況は表１９及びグラフ１３のとおりである。      

（詳細は第２部統計表の第７表から第９表を参照。） 

表１９  国保財政状況の推移    （単位:千円） 

年      度 平  成   １９   年  度 平  成   ２０   年  度 

区      分 決  算  額 構成比(%) 対前年度比 決  算  額 構成比(%) 対前年度比 

  

保 険 料 （税） 195,108,666 33.66 1.014 166,952,654 28.92  0.856 

  一般分 145,793,848 25.15 0.997 153,486,999 26.59  1.053 

  退職分 49,314,818 8.51 1.066 13,465,654 2.33  0.273 

 国 庫 支 出 金 130,218,197 22.47 0.993 129,597,013 22.45  0.995 

歳   療養給付費交付金 113,474,609 19.58 1.155 40,947,622 7.09  0.361 

  

 前期高齢者交付金 0 0.00 0.000 101,759,819 17.63  － 

 県  支  出  金 24,508,556 4.23 1.041 23,999,556 4.16  0.979 

 連合会支出金 0 0.00 0.000 0 0.00  0.000 

 共同事業交付金 51,621,448 8.91 1.765 56,190,065 9.73  1.089 

 一般会計繰入金 44,708,411 7.71 0.999 42,843,520 7.42  0.958 

 直診勘定繰入金 0 0.00 0.000 0 0.00  0.000 

入  基金繰入金等 4,369,490 0.75 1.372 3,529,913 0.61  0.808 

 

 繰    越    金 13,378,012 2.31 1.133 9,520,889 1.65  0.712 

 そ の 他 収 入 2,257,762 0.39 1.590 1,915,939 0.33  0.849 

 市町村債（組合債） 0 0.00 0.000 0 0.00  － 

計 579,645,150 100.00 1.082 577,256,990 100.00  0.996 

  

 総    務    費  8,823,206 1.55 1.139 8,929,793 1.58  1.012 

保険給付費 367,389,530 64.54 1.075 371,433,338 65.67  1.011 

  

一般分 229,594,321 40.33 1.046 335,851,585 59.38  1.463 

退職分 136,476,070 23.98 1.128 34,250,238 6.06  0.251 

歳 審査支払手数料 1,319,139 0.23 1.012 1,331,514 0.24  1.009 

 

 後期高齢者支援金等 0 0.00 0.000 72,510,305 12.82  － 

 前期高齢者支援金等 0 0.00 0.000 234,612 0.04  － 

 老人保健拠出金  96,323,586 16.92 0.997 14,621,232 2.59  0.152 

 介護納付金  34,899,049 6.13 0.951 31,003,682 5.48  0.888 

 共同事業拠出金 51,498,505 9.05 1.764 56,184,086 9.93  1.091 

保 健 事 業 費 1,696,180 0.30 1.141 4,780,380 0.85  2.818 

 直診勘定繰出金  82,733 0.01 1.755 171,434 0.03  2.072 

出  基金等積立金  2,033,475 0.36 0.867 2,300,397 0.41  1.131 

 

 公    債    費  504 0.00 0.921 774 0.00  1.536 

 そ の 他 支 出  6,482,691 1.14 1.438 3,134,741 0.55  0.484 

 前年度繰上充用金 0 0.00 0.000 267,000 0.05  0.000 

 計 569,229,460 100.00 1.094 565,571,773 100.00  0.994 

 収  支  差  引  残   10,415,690 - 0.678 11,685,217 - 1.122 

    （各区分の決算額を千円未満四捨五入した数値） 



グラフ１３  国保財政決算額の構成比 
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保 険 給 付 費
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後期高齢者支援金等
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前期高齢者納付金等

0.04%

老人保健拠出金

2.59%

介護納付金
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共同事業拠出金
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保健事業費

0.85%

直診勘定繰出金

0.03%

基金等積立金

0.41%
公 債 費

0.00%
その他の支出

0.55%

前年度繰上充用金

0.05%

＜支 出＞

 



（２）収支状況等 

① 実質収支の状況 

 実質収支とは、表１９の収支差引残から退職者医療分、介護分及び後期高齢者分の収支差引残を

除いた一般被保険者分の収支に、翌年度において精算される国庫支出金精算額を加えたものである。 

 実質収支は１８７億２，２４０万円で、赤字保険者は１保険者である。実質収支から基金繰入金

等及び前年度繰越金を除いた単年度経常収支は５８億９，２４５万円で、赤字保険者は１７保険者

である。 

 さらに、単年度経常収支から保険基盤安定制度等制度化されている繰入金以外の一般会計繰入金

を除くと、赤字になる保険者は３０保険者となっている。（表２０） 

   

表２０ 年度別実質収支等の状況 

  

(単位：千円） 

    平成１９年度 平成２０年度 

 収 支 差 引 残  （合計） A 10,415,690 11,685,217 

 退職者医療収支差引残 B 3,759,374 2,480,473 

 介護分収支差引残 C -3,209,836 -1,047,415 

 後期高齢者分収支差引残 Ｄ 0 -7,999,659 

 国庫支出金精算額 E 3,217,844 470,589 

   実質収支差引残  (一般)  (A-B-C-D+E)       

(赤字保険者数) 

F 

 

13,083,996  

（４） 

18,722,407 

（１） 

 基 金 繰 入 金 等 Ｇ 4,369,490 3,529,913 

 前 年 度 繰 越 金 H 10,951,184 9,300,035 

 単年度経常収支         (F-G-H) Ｉ -2,236,678 5,892,459 

   (赤字保険者数)   (39) （17） 

  一般会計(制度外)繰入金 J 20,244,427 19,987,480 

 単年度経常収支(I） －  一般会計（制度外）繰入金（J） -22,481,105 -14,095,021 

  （赤字保険者）   (52) (30) 

 

（各区分を千円未満四捨五入した数値） 

 

② 基金保有状況 

   基金とは、保険者が不測の事態による給付の増加に対応できるように積み立てるものであり、 

国保財政の健全運営に資するものである。平成２０年度の県内保険者の基金保有総額は１２７億 

３，６４８万円となり、前年度比１．８２％増となっている。（表２１） 

 

 

 

 

表２１  年度別 基金等保有額の状況 

年 度 基金等保有額（千円） 対前年度比（％） 

１６年度 13,597,604  ▲10.88 

１７年度 12,140,573  ▲10.72 

１８年度 13,839,548   13.99 

１９年度 12,508,777  ▲ 9.62 

２０年度 12,736,484    1.82 

＊基金等保有額には、次年度基金積立予定額を含む 



５．診 療 施 設 の 状 況 

 

（１）概 況 

平成２０年度末現在の国民健康保険診療施設数は、前年度と変わらず１７病院・１１診療所とな

っている。 

これらの施設における平成２０年度の診療状況を診療件数でみると、病院では前年度と比較して 

５．９％減の約１６５万件、診療所では１０．４％増の約６万件となっている。 

    平成２０年度の経理状況は、病院・診療所の収支を合計すると約１３億１，１４４万円の赤字と

なり、診療施設の経営は引き続き厳しいものとなっている。（表２２） 

   

 （２）国保病院の経営収支の状況 

平成２０年度の国保病院の経営状況は、表２３のとおりである。 

 

 

表２２ 診療施設の状況 
   

年度       平成20年度 

  
 

  平成１９年度 平成２０年度  対前年度増減数 

  区分          又は伸長率（％） 

  

施設数 

 病  院  17 17 0 

一  診療所  11 11 0 

般  計  28 28 0 

状 

病床数 

 病  院  4,209 4,242 33 

況  診療所  0 0 0 

   計  4,209 4,242 33 

診療 

状況 
 診療件数 

 病  院  1,750,345 1,646,417 ▲ 5.9 

 診療所  54,710 60,401 10.4 

 計  1,805,055 1,706,818 ▲ 5.4 

経理 

状況 

収支 
 病  院  ▲ 2,462,239 ▲ 1,379,336 ▲ 44.0 

 診療所  81,423 67,899 ▲ 16.6 

 （千円）  計   ▲ 2,380,816 ▲ 1,311,437 ▲ 44.9 

 

 

 

 

 



表２３  経営収支の状況    （単位：百万円） 

年   度 平成１９年度 平成２０年度 

区   分 決算額 構成比（％） 
前年度比

（％） 
決算額 構成比（％） 

前年度比

（％） 

  入院収益 44,158 51.1  99.0  44,556 50.1  100.9  

  外来収益 25,657 29.7  101.0  25,534 28.7  99.5  

 収 他会計補助 6,892 8.0  111.3  9,090 10.2  131.9  

  県補助 196 0.2  132.4  220 0.2  112.2  

 国庫補助 158 0.2  84.5  243 0.3  153.8  

 益 特別利益 90 0.1  76.9  156 0.2  173.3  

  その他収益 9,242 10.7  237.3  9,071 10.2  98.1  

  計 86,393 100.0  107.2  88,870 100.0  102.9  

  給与費 44,199 50.0  101.4  45,307 50.6  102.5  

  薬品費 11,069 12.5  102.6  11,680 13.1  105.5  

 費 経費 11,486 13.0  100.4  12,217 13.7  106.4  

  減価償却費 5,494 6.2  98.2  5,092 5.7  92.7  

 支払利息 1,866 2.1  94.4  1,672 1.9  89.6  

 用 研究研修費 270 0.3  106.3  233 0.3  86.3  

  その他費用 14,085 15.9  100.6  13,285 14.8  94.3  

  計 88,469 100.0  101.0  89,486 100.0  101.1  

収支差引額 -2,076   -616   

 

 

① 収 益………収益合計は８８９億円で、前年度と比較すると約２５億円（２．９％）増加した。 

         収益を構成する主要なものは、入院収益・外来収益等である。 

② 費 用………費用合計は８９５億円で、前年度と比較すると約１０億円（１．１％）増加した。 

        費用を構成する主要なものは、給与費・薬品費等である。 

③ 収支差引額…収支差引額である平成２０年度の純損益は、約６億１，６００万円である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．保 健 事 業 の 状 況 

 

国民健康保険は、被保険者に発生した保険事故に対して適切な医療給付を行うことを基本としている

が、より積極的な事前の措置として傷病の予防、早期発見による重症化・長期化の防止、健康保持増進

を図るための保健事業も重要な事業である。 

平成２０年度の保健事業（国民健康保険特別会計）の決算状況の内訳は表２４のとおりである。 

 

表２４  保健事業の状況     （単位：千円） 

 被保険者の健康保持 

推進に関する教育 

指導事業 

          

  被保険者の健康管理の促進に関する事業  

           

区 分 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・ 

小冊子等

の作成・

配布 

講演会･ 

健康展等の 

実施 

被保険者の健

康管理のため

のデータ収集

及び分析 

疾病分類統計

等を活用した

保健事業 

健康相談･ 

健康教室等

の開催 

健康手帳の

作成・配布 

スポ－ツ大会・ 

ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝの 

奨励 

 

 

 

市町村 
(37) (8) (6) (1) (8) (-) (6) 

26,308 1,482 2,367 333 8,198 - 2,917 

組 合 
(2) (-) (1) (-) (1) (-) (3) 

10,472 -         1,459 - 62 - 7,238 

合 計 
(39) (8) (7) (1) (9) (-) (9) 

36,780 1,482 3,826 333 8,260 - 10,155 

        

区 分 

被保険者の健康管理の促進に 

関する事業  

被保険者の健康診査・疾病予防及び

重症化予防に関する事業 

ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀによる 

健康診査事業 

健康推進員

等の育成 

訪問指導 

サービス 

高齢者に対す 

る健康相談 
健康診査 

疾病予防 

及び重症化 

防止事業 

ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀによる健康

診査及び健康管理 

ﾃﾞー ﾀﾊﾞﾝｸ事業 

市町村 
(4) (2) (3) (55) (45) (5) 

1,379 978 3,530 3,407,393 515,357 4,837 

組 合 
(-) (-) (-) (3) (2) (-) 

- - - 118,811 19,703 - 

合 計 
(4) (2) (3) (58) (47) (5) 

1,379 978 3,530 3,526,204 535,060 4,837 

       

区 分  その他  合計 
     

     

市町村 
(47) (56)      

410,090 4,385,169      

組 合 
(3) (3)      

26,724 184,469      

合 計 
(50) (59)      

436,814 4,569638 上段（ ）は実施保険者数    

 


